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【令和元(2019)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

〇 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

 本研究は、「アフリカ潜在力」の問題解決能力を現場から明らかにし、かつそれを理論化して人類社

会共通の財産としての新しい人類知の抽出を目標とするものである。 

３研究系７共同研究班の研究組織は、１２回の全体会議等を通じて連携が図られている。「アフリカ

潜在力」の概念は、３回のアフリカフォーラムで「土着性」「普遍性」「未来性」をサブテーマとして議

論が深められ、欧米のアフリカ学会や世界社会科学フォーラムなどで認知度が高まっているほか、日本

での東南アジアやオセアニアに関する地域学会での比較検討も進んでいる。また、公開講座、新聞など

を通じた社会への成果発信も十分に行われている。 


